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硝酸7ンモニウムの初期吸藻過程に裁て
(q fil去 LP12月 20rl安 和)

盲 EEi鋲衣 鉢 ･長 田 英 世

(九州工井大学化学教5!)

肥糾 IJ.雌繋FI仰せが騒めて致ig姓に好み,本邦の に,汁する研究は多顎にのほろ｡然しrEがらこの吸池凸
如く文相 壁の地城に於ては,その妨泊別姓l稚 め 壁にヤし僅案考 話せられた珊 仝のみでは,その全

てt芋1=ことは月斉の憩○でもO,a東上tIEt耳方面 弧 道程を内 に流すことが山東ないことを明かにし



て称 こ初批 現Lこ耽て考窮を加えた｡

I) 放浪の全過程に対する考察

*髭と方法 共汝方法適の如く,EなろttT/良 (班
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tに附加すろが,そのEq綿は棚 関係を示さない｡今 Li.1nghrtm のりiyE笑蛤式を仙 ･て,

_ulCIJ■ (こ でゝは ユl玖拙 .Lは

艶知埠ml,Cは較散 を示す)｡即ち t

og.tt-lotr'C+-̀log/となJ),この lo

gムlと loglとのrn綿 を刃ミめ ると屈2の如く, 9時rLnの処で斬魚Aを,亦約 20時間で やし違 ≡ :艮 】.図2に託す如く

lA投朗 !はこの間操を斗足しない｡躍って蒙空

包を上の題安夫で,訳すことは配環で.弧 の沢沢
に仕て断 の変化がなる｡払 こ特に初期樵作にたまって七n

tにBl.qJLしてみろ｡2) 和対象菜に対する考察
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子とのIR和力を示す)[=て訴わきil,ろ故,(2)式は

G-A･･ 鴨 .C ･巧 嘉 ･t 川

_..L

となるtここで んSFC･I蓋 一cm t一に とお
けは

集散迫的 eDaC からIO.C にナLL(王l÷叫
とR,え阿るから

_JtJ壬
G■K{ Itv

L･GIL･K･(二笠 吐) (S)

とtZl),敬白t G とi且妊JB迎故 】T とは改良究床
を′たす｡
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の水分蛸 有効預託鼠と見放し,退卓250cl=称する
攻i4Aを1定した.輔Iさ*L苅Iに示す｡LL議で明らか
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火fl玖軌跡主訴商事かこ上って左右せられ
ろHlmが繊 ナろことが明bLにT=つた｡
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組 の文化
訴ihi抗を一定lこした拭fIの錠月をつく

I),la皮を,封 ヒせしめ.それに従って砲

架I水点前皮を封 ヒせしめ,その応に於け
ち攻段丘の文化*_,沈めた｡枯無は回3屯
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にFlく適余し.A:(7)にはi5合したい｡亦陀公民のgEEa

Io

招

f!

A

f3

割

R

E!

0

0

lP

O

0

O

IU

け
り

...
?

=i
7

小

目

0

0

0

0

0

0

0

カ

59

鈷

59

∽

59

62

∽

o

o

o
o

o

0

o

lU

T8
3

lb

8

-

･J

r.G
ト･.
S

Tl

に上る力raJ琉歌αの比もやはl)_～:(6)と鞄んと一迫

Lたblを示す｡従って初瓜 田に放ては,堅粗 を治
めろ式は,式 (2)であって式 Lりではxilコでf=いこと
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時糊に於けち to."G と 】/Tととの喝怖1._,攻めればEE

L･(別旅 Flだ4)の如く艦現特休を7r;す｡経って式(5)

J._{海足する｡

結 構

放上の実没軌条の市議から次のtlLこ脇 をgきmT･
ことが山楽ろ｡

(I) 見識増 空包は苦 -p-p′･S ではiLRi
され1=い■

(2) 生む 租は.棚 こ於ては,FqfElと講和のス
京王との,脚 畑 に於てrt 阻私 議軌 7土Lt顎
細の 史にIJm 托正枝に於ては諌相とS湖 との当
主邑完魚七大■考えねはならね｡

(3)棚il矧こ於ては,現執lむ三,賀正乱 相対
担乱 iBErの市政であって,uig過密 ～̂としては



ft井 郁J*kk事の狂叱,及びTイナマイトの成形に帽する研文 (gE-¶)

-/i,v 1 ll'を適応ナLHfよい｡
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棺酔術維兼の腔化,及びダイナマイトの成形に関する研究
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多くQ)エ頂に'於てその紳 及び′ト5hTtlのプ｣学的箆2Z
をB勺叫三することは工粗の合理化2]■L1-の瓜位向上S･期す
ろために欠くことの川東1=いことである｡伺えは危段

什粟である′イナーイト地 に於いても圧伸成影作栗

呼に放けろ野のtklqのtfl弟は作ヲ!正中と公告性とを左

茄する正中な囚7･であり叉それらは立成分たる硝淵

従来と･L1- yy七yンとのJy化性等ともESS旅しこれ

らの弛理化学的解析は相乗の破 制帽 の艶本をなす

ものでも7;｡印ちその工禁を担R化して帯比率たち㌧

めるにはその技師/_･･必中TZ他のエ首技術者刑 の対.a.と

TE01gろ如くにしておかなければfrらないか らで あ

ろ｡

Tたるにカ､ゝ ろ万両の兼杖だった軒先は鵬 火矧 二相ll
しては村Bl博･1.が71=rつたがダイナ▼イトに関しては米
だ殆ど行われてAltない発憤 である｡木研究はか▲る岨
Ltf.に立ちTイナーイト取立技鰍 こついて成る棚 を1甘
んとして'なしたものでもろ｡

水練野.rまその抑 拝の生としてETPttAY鞘と;トt,y

p-I:リンの防化にfqして研究したもの 一ゝ杯である｡

皿 硝丑#稚乗の練達及び拓北の姥純

L 御 荘架の桝曲

蚊将 校日払確t3恥 も diluco姥 より構成され
てい,->ことはeEにrJ'-くIVH ll̂wotlL･h攻寄より明ら




